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事故事例の紹介～再現映像を交えて
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ガスライターの事故

【事例】たばこに点火後、ライターをシャツの胸ポケットに入
れていたら、火が出て腕や指にやけどを負った。

【事故原因】
ライターの残火がシャツに燃

え移ったものです。

 着火レバーとノズルネジの間にゴミなどの異物が挟ま
ると残火の原因となるので、取り除いてください。ふた
のないタイプは特に付着しやすいので注意してください。

 ライターは安全基準に適合したものをご使用ください。

残火：着火レバーから指を離し
ても火がついている状態
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再現実験：ライターの残火から発火



幼い子どものいる家庭での注意事項
子どもの手の届くところにライターを置かない。

子どもにライターを触らせない。

子どもがライターで火遊びをしているのを見かけたら、すぐに

注意 してやめさせる。
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ガスライターでの事故防止

ガスライターの安全基準強化へ（来夏実施予定）

・消費生活用製品安全法の｢特定製品｣に指定し、製造や販売を規制する。
・チャイルドレジスタンス（ＣＲ）～子どもが製品を簡単に操作できないよう
にする仕組みを付ける。（着火レバーを重くする、同時に２つ以上の操作
が必要等）

ガスライターによる火遊びが原因とみられる火災で、幼い子どもが
犠牲になる事故が多発。



ガスこんろのグリルから出火

【事例】ガスこんろのグリルで魚を調理中、グリルから出火し
て庫内を焼いた。

【事故原因】
魚を調理したまま放置したため、魚の油

脂や受け皿に溜まっていた油等が過熱され
て出火し、火災に至ったものです。

 グリル内は、魚の脂などの汚れが付着しないように
日頃から手入れをしましょう。

 ガスこんろ付近には段ボール、新聞紙、ビニールート
などの可燃物や可燃性のスプレー、カセットこんろな
どを置かないようにしてください。
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再現実験：ガスこんろグリルからの発火再現実験

汚れたグリル、水少なめで再現
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ＩＨこんろ(電磁調理器)による天ぷら油火災

【事例１】 Ｉ Ｈクッキングヒーターで汎用のなべを用いて天ぷら調理
をしたところ発火した。

【事例２】 Ｉ Ｈ調理器付近から出火して、レンジフードの一部を焼損

し、消火時に家人が顔面などにやけどを負った。

【事故原因】

【事例１】 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ
専用の調理なべを使用しなかったことから、
油が過熱され発火したものです。

【事例２】 調理の際にその場を離れ、油量
も少なく、付属の揚げ物調理用なべを使用
せず、更に揚げ物専用コースを使わず手動
で加熱したため、油が発火したものです。
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再現実験：ＩＨこんろ天ぷら油火災
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ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。



10

ＩＨこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書を良く読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。

ＩＨこんろによる天ぷら油火災の注意ポイント

 揚げ物調理中はその場を離れないでください。

 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。

 なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。

 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。
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電気ストーブの事故（１）

【事例１】木造２階建て住宅から出火し全焼して、家人１人が
死亡した。

【事故原因】

電気ストーブの上方に洗濯物を吊し、
干していたため、落下した洗濯物にス
トーブの火が着火し、火災になったもの
です

 ストーブの上部や周辺で洗濯物を乾かさ
ないでください。

 洗濯ばさみで留めたつもりでも、乾燥し
て軽くなった洗濯物が上昇気流に煽られ
ストーブの上に落下する危険性がありま
す。
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再現実験：洗濯物が落下して火災

洗濯物が落下後、約７分で白煙→約１０分で着火
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電気ストーブの事故（２）

【事例１】木造平屋住宅から出火し全焼して、家人１人が死亡し
た。

【事故原因】

電気ストーブをつけたまま就寝したた
め、寝具等の可燃物がヒーターに接触・
着火し、出火に至ったものです

 寝る時は、必ず電源スイッチを切りましょ
う。

 就寝中、寝返りをうった時に布団が接触
して火災になった事例があります。
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再現実験：就寝中、ふとんに電気ストーブが接触

接触後、約２分で白煙→約１６分３０秒で着火
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石油ストーブの事故

【事例】台所から出火して１人が死亡した。

【事故原因】

石油ストーブに給油をする際、消
火せず、さらにカートリッジタンクの
ふた（ネジ式）の締め方が丌十分
だったため、灯油がこぼれてストー
ブの火が引火したものです。

 給油は必ずストーブの火を消してから行ってください。

 給油タンクのふたが確実に
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再現実験：消火しないで、カーリッジタンクに給油

火が付いたまま給油し、ふたの締まり具合が丌十分



くらしに潜む危険

「身・守りハンドブック2010」は、これまで
実際に発生した誤使用や丌注意の事故事例を
取り上げ、製品と安全につきあうための心構え
をまとめたものです。

ダウンロードも出来ます。下記のホームページで
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html

？？これらの事故から身を守るには？？
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ガス湯沸器（給湯器）で一酸化炭素中毒）
電気こんろに体が触れてスイッチがＯＮ
電子レンジで加熱中の食品が発火
電動アシスト自転車、ケンケン乗りで急発進
電気スタンドが転倒して出火

などの誤使用や丌注意により事故が発生しています。
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ＮＩＴＥホームページ http://www.nite.go.jp/
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http://www.nite.go.jp/NITEホームページ（生活安全分野）
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事故情報の検索結果

事故情報の検索結果

個別事故情報の詳細
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最新の社告・リコール



ＮＩＴＥに集約される製品安全に関する情報を製品事故の未然・再発防止の観点から、製品安全情報マガジン

（ＰＳマガジン）によってタイムリーに提供しています。
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製品安全情報マガジン（PSマガジン）

配信登録はＮＩＴＥホームページから
お申し込みください。

見

本
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ミニポスターと再現実験映像



http://www.jiko.nite.go.jp/
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